
reoss

凝
口
墨
・
研
究
　
餓
〃
胃
既
、
十
山
ハ
號

四
〇

デ
ィ
ル
タ
イ
の
心
理
豊
酌
理
念
の
基
寒
心

な
る
も
の
に
就
い
て

楢
崎
淺
太
郎

　
十
七
世
紀
以
來
登
達
し
だ
る
数
學
的
膚
豊
科
學
の
範
に
則
り
、
英
國
に
於
け
る
ヒ
ュ
ー
ム
、
ハ
ー

ト
リ
ー
を
先
達
ご
し
、
ヂ
ェ
ー
ム
ス
・
ミ
贋
ヂ
ヨ
！
ン
・
ス
ク
ユ
ア
ル
ト
・
ミ
ル
を
経
て
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ト
・

ス
ペ
ン
ナ
ー
に
依
っ
て
そ
の
根
祇
の
固
め
ら
れ
、
ヘ
ル
バ
ル
下
を
先
騙
ε
せ
る
ヅ
ン
ト
學
派
に
よ

っ
て
、
そ
の
内
容
の
略
ぼ
形
成
せ
ら
れ
出
る
翼
然
科
學
的
心
理
學
に
旧
し
て
、
先
づ
反
旗
を
瓢
し
、
進

ん
で
事
實
の
心
理
學
（
口
Φ
巴
℃
銘
9
0
δ
σ
q
昼
或
は
説
述
的
・
分
析
的
心
理
學
（
げ
。
ω
。
導
Φ
浮
2
凱
の
三
山
N
①
聴
σ
q
密
島
窪
己
Φ

譲
下
げ
。
δ
σ
q
ε
或
は
精
察
組
織
の
心
理
學
（
○
。
嘗
涛
霧
℃
超
9
9
。
σ
q
5
の
建
設
に
猛
進
し
、
現
代
に
於
け
る
精

工
科
學
的
心
理
學
の
重
要
な
る
一
局
面
を
デ
イ
ル
タ
4
の
開
展
し
、
岐
路
に
迷
ひ
し
精
淋
科
學
の

進
む
べ
き
正
路
を
顯
示
せ
る
（
＋
二
と
頁
、
こ
ご
は
熟
知
の
事
柄
で
あ
る
。
近
き
將
來
の
心
理
學
の

登
展
は
恐
ら
く
、
直
接
叉
は
間
接
に
、
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
に
啓
狡
せ
ら
る
、
所
少
く
あ
る
ま
い

ε
思
ふ
か
ら
、
私
は
私
の
禮
認
（
く
。
「
ω
叶
〇
一
ρ
o
呈
し
た
る
霜
気
に
於
て
、
氏
の
心
理
學
の
獲
生
し
π
る
氏
の



心
理
學
的
意
識
の
生
命
ε
し
て
活
躍
せ
し
心
理
學
的
理
念
の
基
本
的
な
る
も
の
を
叙
述
し
て
、
研

究
の
一
端
ε
い
た
し
た
い
。

　
　
審
實
の
心
理
學
建
に
假
定
の
上
に
假
定
為
重
ね
て
（
寓
団
智
〔
ゴ
§
躍
碧
h
出
口
亀
切
切
曾
）
構
成
ぜ
ら
れ
過
る
自
然
科
學
的
心
理
學
（
七
と
七
五
頁
、
に
野
し

　
　
て
用
ゐ
ら
れ
馨
名
爾
に
し
て
、
氏
が
こ
の
名
総
存
初
め
て
獲
暑
し
は
審
益
・
の
研
究
中
に
於
て
で
あ
る
。
ノ
ザ
ァ
号
ス
に
罫
量
奪
書
§
H
賃

　
　
団
憩
。
ぎ
ざ
㈹
翼
翼
・
。
智
ぱ
騨
α
岡
。
8
犀
Φ
翻
鷺
ぎ
H
。
㈹
M
m
。
】
δ
ω
℃
旨
。
落
・
カ
。
2
國
Φ
》
認
。
ぎ
ぴ
σ
Q
げ
露
三
色
Φ
ざ
窪
碧
9
山
自
、
。
，
旨
『
曇
8
ゲ
ぴ
。
。
。
甑
館
讐
8
局
匹
畠
ら
ε
越
べ

　
　
て
、
察
實
の
心
理
學
な
る
術
語
為
使
っ
て
居
る
（
十
五
）
三
〇
六
頁
、
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
ば
、
こ
の
ノ
ヴ
ァ
リ
ス
の
窺
實
の
心
理
學
た
核
心
ビ
し
て

　
　
獲
表
し
公
も
の
」
様
で
あ
る
。
又
記
逓
的
分
析
的
心
理
加
虐
ぱ
、
氏
の
心
理
學
の
方
法
的
特
徴
よ
り
與
へ
ら
れ
糞
る
名
爾
で
あ
み
。
精
淋
乱
筆
の
心
理

　
　
學
定
に
氏
の
心
理
學
の
基
本
封
象
叉
ば
中
心
饗
象
な
示
さ
ん
が
望
め
に
名
づ
け
ら
れ
表
も
の
で
あ
る
。
ω
ぎ
埣
叢
雲
誘
ぎ
げ
σ
q
冨
の
謬
語
ミ
し
て
、
二
、
三

　
　
年
差
來
我
国
に
於
て
使
用
ぜ
ら
れ
居
る
も
の
ば
「
構
造
心
理
學
」
で
あ
る
が
、
私
は
構
造
よ
り
も
組
織
の
方
が
、
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
示
さ
ん
卸
し
雲
眞
意
に

　
　
よ
り
近
い
定
思
ふ
か
ら
（
十
四
）
、
o
D
ざ
茸
程
為
「
精
紳
組
織
」
叉
ほ
略
し
て
「
組
織
」
ビ
羅
蓮
す
る
。

一

　
　
　
氏
の
心
理
學
的
意
識
の
理
念
を
雷
管
せ
ん
ε
す
る
に
當
っ
て
、
先
づ
最
初
に
考
慮
す
べ
き
は
、
こ

　
　
の
敏
述
の
果
し
て
可
能
な
り
や
否
や
の
問
題
で
あ
む
。
叙
述
せ
ん
ご
薦
む
る
は
既
に
救
述
の
可

　
　
能
の
上
に
立
脚
せ
る
も
の
な
り
ε
雄
も
、
な
ほ
私
に
は
こ
の
黙
に
湿
し
て
大
な
る
危
催
が
あ
る
。

　
　
そ
の
一
は
、
偉
大
な
る
思
想
家
の
理
念
を
幼
稚
な
る
精
量
的
組
織
の
私
の
頭
を
以
て
、
騰
認
す
る
こ

89
葡
　
　
　
　
　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
塞
本
的
な
る
も
の
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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鞍
一
墨
　
研
究
　
億
哩
百
ハ
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

と
が
果
し
て
爲
し
得
る
こ
ε
か
。
そ
の
二
は
、
氏
の
生
活
し
淀
る
十
九
世
紀
後
記
の
濁
逸
め
學
．
界

の
雰
圃
氣
は
可
な
り
複
雑
深
刻
で
あ
る
。
か
、
る
複
雑
深
刻
な
る
雰
圃
氣
内
で
機
展
し
淀
る
偉

大
な
る
魂
を
、
比
較
的
に
軍
一
．
な
る
我
國
の
學
界
、
特
に
私
の
個
性
ε
環
境
ご
が
作
っ
て
生
活
し
て

み
だ
軍
一
な
る
學
堺
に
成
長
し
π
私
が
、
果
し
て
之
を
把
捉
し
得
る
や
否
や
。
そ
の
三
は
氏
の
意

識
の
理
念
を
騰
議
す
る
に
は
、
氏
の
著
作
の
外
に
氏
の
日
常
の
行
動
・
談
話
・
書
翰
等
を
も
滲
照
す
べ

き
で
あ
る
が
、
ま
だ
私
に
は
か
、
る
細
身
に
ま
で
手
が
伸
さ
れ
て
み
な
い
。
加
之
氏
の
署
作
に
つ

い
て
す
ら
私
の
漸
く
讃
み
得
た
も
の
は
、
氏
の
全
集
の
一
算
の
一
部
ピ
、
五
・
六
の
二
面
の
賂
ぽ
全
部

ご
の
み
に
レ
て
、
二
・
三
・
四
・
七
・
入
憲
な
ざ
は
殆
ん
ご
見
て
み
な
い
。
　
又
氏
に
關
す
る
他
の
λ
の
著
作

に
つ
き
て
も
、
プ
リ
ッ
シ
ユ
ァ
イ
ぜ
ン
重
ケ
ー
ラ
ー
（
…
）
、
ト
ウ
マ
ル
キ
ン
（
二
）
、
タ
ジ
パ
ー
（
十
六
）
、
勝
部
學
士

（
三
）
等
の
ミ
・
四
の
も
の
に
止
り
、
他
の
多
く
の
国
勢
な
る
著
作
を
饗
照
す
る
の
暇
も
持
た
な
い
。
か

、
乃
有
様
で
あ
る
か
ら
、
氏
の
心
理
塩
酸
意
識
の
理
念
の
臓
述
は
、
た
こ
へ
理
論
的
に
は
可
能
で
あ

る
ε
す
る
も
↓
私
に
は
そ
の
準
備
が
極
め
て
不
完
全
で
あ
り
、
從
っ
て
今
の
私
に
は
殆
ん
ざ
不
可
能

な
問
題
に
近
い
。
．
海
面
の
三
・
四
の
著
作
を
如
し
て
私
の
槻
た
氏
の
理
念
の
幾
つ
か
を
数
へ
上
げ
、

其
性
質
を
記
述
し
て
見
る
に
過
ぎ
な
い
。
さ
れ
ば
「
氏
の
理
念
」
ご
云
ふ
も
、
ゲ
ェ
ー
プ
の
指
摘
し
た

襟
に
「
お
前
の
會
得
す
る
盤
に
こ
そ
似
て
み
れ
、
お
れ
に
は
似
て
み
な
い
の
だ
」
ご
デ
～
ル
タ
イ
は
微



笑
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
若
し
か
く
な
り
こ
せ
ば
、
向
後
の
勤
勢
に
依
っ
て
、
更
に
剛
歩
を
氏
の
翼

の
方
に
進
め
だ
い
。

　
次
ぎ
に
私
の
叙
述
せ
ん
こ
す
る
は
、
氏
の
理
念
の
『
基
本
的
な
る
も
の
レ
で
あ
る
が
、
こ
の
『
基
本
的
な

る
も
の
」
の
選
定
の
標
準
は
、
彼
・
我
の
心
理
學
的
意
識
の
標
準
に
照
し
て
定
め
た
る
も
の
で
は
あ
る

が
、
私
の
主
槻
的
色
彩
が
或
は
強
い
か
も
知
れ
な
い
。
私
の
選
定
し
た
る
基
本
的
な
る
も
の
ふ
一

部
に
つ
き
て
は
、
氏
も
明
に
そ
の
［
．
基
本
的
な
る
こ
ご
」
を
言
明
し
て
み
る
が
、
其
他
の
場
舎
に
あ
り
て

は
、
私
の
心
理
學
的
主
観
の
選
定
に
か
、
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
黙
を
豫
め
お
断
り
し
て
置
く
。

国

　
　
氏
の
心
理
學
的
理
念
を
膿
訳
せ
ん
が
た
め
に
は
、
先
づ
氏
の
學
的
意
識
の
根
源
を
煮
る
、
氏
の

　
信
仰
部
ち
基
本
的
假
定
を
明
座
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
氏
ば
十
九
世
紀
の
孚
ば
、
濁
逸
哲
學
破

　
産
の
時
代
に
於
け
る
唯
物
的
思
想
に
反
抗
し
て
、
精
留
世
界
の
濁
立
の
存
在
を
確
信
し
、
嘗
時
精
憩

　
的
な
る
も
の
、
自
然
化
に
欝
し
て
、
顕
ζ
。
ぎ
ω
ヨ
8
の
言
立
を
固
守
し
て
み
た
伯
林
大
面
駿
授
▽
ッ

　
チ
ヱ
の
見
解
に
共
鳴
し
、
ロ
ッ
チ
ヱ
の
進
み
つ
、
あ
る
が
如
き
方
向
に
於
て
、
個
々
の
科
學
の
正
し

　
て
燭
立
、
経
験
的
方
法
の
墓
礎
づ
け
、
科
學
に
よ
っ
て
失
は
れ
た
情
趣
の
満
足
が
復
活
せ
ら
る
＼
が

哩一
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
雄
∴
旧
理
念
の
墓
本
灼
な
る
も
の
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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哲
學
研
究
　
第
暗
爵
十
六
霧
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

襟
に
威
じ
て
る
淀
（
四
）
客
≦
黄
。

　
然
る
に
戦
時
の
學
界
の
朝
流
及
び
事
情
は
、
買
ッ
チ
ヱ
の
固
守
し
つ
、
あ
る
が
如
き
方
向
ご
は
、

正
反
警
で
あ
っ
だ
。
師
ち
氏
が
哲
學
の
研
究
に
這
入
っ
た
頃
は
、
ヘ
イ
ゲ
ル
の
暫
學
が
唐
然
科
學

の
勢
力
の
淀
め
に
虚
舟
せ
ら
れ
、
粛
然
科
學
的
感
奮
が
器
量
的
精
沸
ご
な
り
、
こ
の
膚
然
科
面
的
精

憩
は
、
精
細
（
Ω
Φ
聾
）
を
農
然
の
産
物
ご
見
微
し
が
く
し
て
途
に
竪
こ
の
時
代
の
暫
學
的
精
紳
は
、
精
淋

を
殺
害
し
、
精
華
世
界
の
存
在
を
拒
否
し
て
み
た
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
こ
の
有
標
を
①
二
或
ω
纂
強
奪
魯
。
警
嵩

又
は
翁
〔
蕾
ぴ
q
畠
爵
Φ
乏
無
く
。
韓
欝
§
簿
①
ビ
記
魎
し
た
居
る
（
五
）
三
頁
9
（
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
こ
の
2
は

そ
の
時
代
の
哲
學
的
精
帥
に
し
て
、
蕾
H
は
精
紳
で
あ
る
）
。
氏
は
こ
の
時
代
の
哲
學
的
精
憩
が
、
精

紳
を
殺
害
せ
る
の
暴
力
に
醤
し
て
は
、
極
度
に
憤
激
せ
る
も
の
～
如
く
、
こ
の
く
。
鴨
ω
棚
曇
ヨ
。
ぽ
な
る
語

を
、
上
の
語
を
優
し
だ
る
時
よ
リ
ニ
十
八
年
前
に
忠
版
し
た
る
「
精
紳
科
學
の
序
論
」
中
に
も
既
に
使

用
し
て
居
る
（
四
）
渥
く
隅
頁
。

　
當
時
の
學
界
の
事
情
が
か
く
の
如
き
有
機
で
あ
っ
π
か
ら
、
島
島
世
界
の
並
立
の
存
在
を
確
信

せ
る
厭
々
は
如
何
に
か
し
て
、
か
、
る
世
界
の
潮
流
に
面
向
せ
ん
ご
焦
心
し
、
あ
る
學
派
は
紳
學
的

世
界
観
を
入
座
的
に
再
興
し
て
之
に
當
ら
ん
ε
試
み
だ
が
、
か
、
る
蓮
動
は
氏
の
到
底
堪
へ
ざ
る

所
で
あ
っ
π
（
♂
く
ρ
一
．
ヨ
疑
．
二
P
2
．
賃
，
魑
ぴ
q
嬬
O
財
）
○
加
之
こ
の
紳
學
的
世
界
糊
は
軍
な
る
假
定
に
基
づ
く
の
で



　
あ
る
か
ら
が
〉
る
画
定
を
続
出
登
黙
ご
な
す
芝
に
灘
し
て
は
氏
は
反
威
を
す
ら
懐
い
て
み
た

　
（
語
回
診
目
霧
号
鑑
ω
9
）
。
叉
十
八
世
紀
頃
よ
り
漸
く
形
而
上
學
よ
り
開
放
せ
ら
れ
た
る
三
塁
の
歴

　
更
學
涙
（
α
一
〇
　
一
昌
の
貯
O
触
國
ω
〇
一
P
O
　
ω
〇
一
日
9
一
①
）
は
、
こ
の
精
憩
燈
界
の
復
活
運
動
に
醤
し
て
、
そ
の
中
心
的
勢
力
ε
し

　
て
活
躍
す
べ
き
使
命
を
有
す
る
も
の
な
る
に
も
關
ら
す
、
こ
の
歴
吏
學
派
の
研
究
に
は
、
意
識
の
事

　
實
の
分
林
の
研
究
を
訣
ぎ
、
從
っ
て
確
實
な
る
知
識
に
基
づ
く
斯
學
の
基
礎
づ
け
が
爲
さ
れ
て
る

　
な
い
。
之
を
以
て
歴
二
男
派
の
研
究
が
、
濁
立
せ
る
唄
個
の
繋
馬
科
學
こ
な
る
こ
ご
も
出
來
な
け

　
れ
ば
、
叉
生
活
に
醤
し
て
あ
る
影
響
を
與
へ
る
こ
ご
も
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。

　
　
か
く
の
如
き
有
様
で
、
十
八
。
九
世
紀
は
精
思
置
學
の
基
礎
の
不
確
實
な
る
時
代
で
あ
っ
π
。
之

　
を
以
て
研
究
者
の
あ
る
者
は
、
事
實
の
罪
な
る
記
蓮
に
從
事
し
、
又
他
の
者
は
殺
害
せ
ら
れ
た
る
精

　
憩
を
主
糊
的
に
馬
素
化
し
て
函
ら
慰
め
、
或
は
再
び
形
而
上
學
の
懐
に
蹄
ら
ん
ε
し
、
更
に
他
の
者
、

　
例
へ
ば
∩
。
ヨ
β
ω
戸
鍔
絶
望
。
冠
Φ
等
は
、
早
筆
の
謎
を
ば
慮
然
科
學
的
原
理
ご
方
法
ε
を
移
し
來
つ

　
て
解
決
せ
ん
ε
試
み
る
に
至
っ
た
（
四
）
図
く
黄
。
こ
の
歴
奥
的
實
在
へ
の
、
密
然
科
學
概
念
ビ
方
法
ご

　
の
適
用
は
、
途
に
歴
更
的
實
在
を
殺
害
す
る
が
如
く
に
、
ゲ
イ
ル
タ
イ
は
戚
じ
た
（
昏
…
…
…
8
ぼ
Φ
一
回
鼠
腕

　
鮎
Φ
ぴ
q
Φ
8
ぼ
9
岳
9
¢
ノ
ミ
暢
賦
覧
砕
①
搾
碧
く
O
誘
窪
ヨ
ヨ
O
写
と
：
…
●
）
（
四
）
豪
く
目
頁
。

　
　
學
界
の
か
》
る
諸
種
の
情
勢
に
憤
激
し
π
る
デ
ィ
ル
タ
イ
は
途
に
立
っ
て
、
精
帥
世
界
の
濁
立

鵬エ
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
基
本
的
な
る
も
の
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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欝
學
研
究
　
　
第
百
十
轟
ハ
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
山
ハ

の
存
在
を
保
謹
す
べ
き
精
気
科
學
建
設
の
大
願
を
誓
ふ
に
至
っ
た
。
後
年
に
於
け
る
氏
の
心
理

學
的
書
誌
も
、
こ
の
大
願
を
果
す
た
め
の
一
努
カ
ピ
し
て
動
き
出
で
た
る
も
の
で
あ
る
。
氏
の
精

騨
愚
鈍
建
設
の
こ
の
大
理
念
は
か
く
の
如
く
し
て
起
つ
だ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
理
念
に
油
を
注
ぎ
、

血
を
與
へ
た
る
は
、
科
學
の
任
務
に
際
す
る
氏
の
根
本
的
理
念
で
あ
る
。
氏
は
希
臓
哲
學
の
あ
る

時
期
に
於
て
、
登
現
し
た
る
「
科
學
を
以
て
科
學
黒
身
の
た
め
」
な
り
ご
な
す
思
想
に
強
く
反
醤
し
、
精

低
毒
學
の
絡
局
の
目
酌
は
生
命
感
達
の
黒
子
上
の
指
導
を
議
し
得
る
黙
に
あ
）
ご
確
信
し
淀
み

た
（
（
嵩
O
騨
箒
瓜
O
戦
O
昌
　
∩
即
Φ
凶
C
O
仲
O
も
D
づ
晶
Q
D
ω
¢
昌
も
O
O
財
9
漆
O
昌
一
’
＜
〇
一
〇
ゲ
O
餌
餌
も
O
　
H
し
Φ
び
O
昌
　
一
①
搾
O
一
回
も
0
0
一
一
〇
昌
）
　
（
山
ハ
）
六
九
頁
。
氏
が
精
紳
科
學
の
建

設
就
中
特
に
そ
の
基
礎
づ
け
に
生
涯
の
全
精
力
を
傾
注
し
た
の
は
、
嘗
時
の
學
界
の
情
勢
に
醤
す

る
氏
の
憤
激
ε
精
総
画
學
の
面
面
的
任
務
に
話
す
る
氏
特
有
の
理
念
に
戯
し
淀
も
の
》
如
く
で

あ
る
Q

畑馳
軸

　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
極
力
擁
護
せ
ん
ご
試
み
だ
る
精
憩
世
界
は
、
氏
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
生
動
せ
る
生

命
（
ぽ
σ
①
コ
）
の
直
接
の
表
現
で
あ
る
か
ら
、
精
紳
世
界
を
明
確
な
ら
し
め
ん
ご
す
る
精
豊
科
學
は
、
こ

の
生
動
せ
る
生
命
を
可
能
の
限
う
に
於
て
白
油
な
ら
し
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
生
命
を



ユ095

明
白
な
ら
し
む
る
こ
ピ
（
（
嵩
O
ω
O
も
。
　
戸
O
σ
O
昌
ω
O
『
O
一
一
山
N
¢
嵩
一
9
0
ゴ
O
嵩
（
一
）
＝
一
五
頁
が
、
氏
の
生
涯
の
直
接
の
學
早
早
勢

で
あ
り
、
學
的
理
念
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
当
外
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
初
め
て
企
て
た
る
大
事
業
の
縫

績
で
あ
っ
た
Q
こ
の
生
命
の
泉
に
接
近
せ
ん
ε
す
る
の
理
念
は
、
ゲ
エ
ー
“
グ
以
來
の
理
念
で
あ
り
、

特
に
ゲ
エ
ー
グ
に
調
て
は
、
氏
の
全
活
動
の
根
祇
を
な
す
理
念
で
あ
る
。
ゲ
エ
ー
プ
は
フ
ァ
ウ
ス

ト
に
語
ら
し
め
て
云
ふ
○

　
　
ソ
由
9
嵩
の
Φ
ゴ
b
叶
甑
。
ず
鋤
9
0
げ
島
①
ψ
轡
①
び
。
昌
の
切
魑
。
げ
。
旨
　
＞
o
一
二
昌
9
0
び
α
o
ω
轡
。
ぴ
。
嵩
Q
。
○
＝
免
δ
一
μ
ぎ
●
（
入
）
三
四
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
燭

　
　
（
あ
、
o
生
の
小
川
へ
、
生
の
元
の
泉
へ
守
」
、
熱
心
が
あ
こ
が
れ
う
な
あ
。
）
（
森
林
太
郎
氏
諜
）

　
デ
ィ
ル
タ
イ
は
こ
の
生
命
の
泉
、
生
命
の
本
質
に
、
科
學
的
に
接
近
せ
ん
ご
努
力
し
た
。
　
さ
れ
ば

翫
に
マ
ソ
ク
ス
．
フ
ソ
ソ
シ
ユ
ー
ア
イ
ゼ
ン
ケ
ー
ラ
、
の
指
摘
し
た
る
が
如
く
に
（
一
）
三
三
頁
、
デ
ィ
呼

タ
イ
に
於
て
「
生
命
』
な
る
語
ほ
こ
の
最
重
要
の
意
義
ご
任
務
ご
を
有
す
る
術
語
は
、
外
に
見
出
す
こ
．

ご
が
で
き
な
い
。
生
命
、
髄
験
、
生
命
戚
情
、
生
命
關
聯
、
生
命
、
の
謎
、
生
命
纒
験
等
の
，
語
は
、
重
め
著
作
の

至
る
所
に
散
見
し
て
、
學
的
意
識
の
出
登
黙
、
關
係
黙
、
復
蹄
瓢
ご
な
っ
て
居
る
。
　
さ
れ
ば
氏
の
生
命

の
理
念
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
を
見
定
め
て
置
く
の
要
が
あ
る
。

　
氏
は
生
命
の
特
徴
を
滅
ぶ
る
に
、
数
々
あ
る
女
性
が
自
己
の
騰
験
を
物
語
る
が
如
く
に
、
常
に
生
、

命
の
一
相
の
み
を
示
し
、
月
立
し
て
そ
の
全
相
を
一
時
に
示
し
て
み
な
い
Q
さ
れ
ば
氏
の
高
作
の

　
　
　
　
デ
イ
ッ
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
甚
本
・
的
な
る
も
の
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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獅
口
鳳
Ψ
研
究
　
儒
曙
百
エ
ハ
十
携
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
回
入

諸
所
に
散
見
せ
る
生
命
の
各
相
を
蒐
集
し
て
、
生
命
の
一
般
特
徴
を
記
述
し
て
見
る
。

　
生
命
は
膿
験
の
内
に
、
常
に
一
つ
の
關
聯
（
創
2
N
岩
燕
§
①
嘗
9
一
色
と
し
て
與
へ
ら
れ
て
居
る
（
七
と
四
四

翼
。
更
に
語
を
換
へ
、
生
命
は
生
命
其
者
と
し
て
膿
験
に
輿
へ
ら
れ
て
居
る
（
七
）
一
五
二
頁
。
こ
の
生
命

の
要
素
を
構
成
せ
る
も
の
は
意
志
。
奮
闘
・
勢
作
・
要
求
。
満
足
等
に
し
て
、
生
命
は
是
等
の
も
の
、
内
に

存
在
し
て
居
る
（
羅
簿
簿
壁
ω
μ
9
9
亀
ぴ
3
（
＋
）
＝
三
頁
。
氏
の
生
命
に
資
す
る
こ
の
こ
・
三
の
表
現
に

於
て
も
既
に
推
定
し
得
ら
る
、
が
如
く
に
、
氏
の
生
命
は
生
動
せ
る
一
種
の
活
動
で
あ
る
◎
夫
故

に
氏
は
他
の
著
作
に
持
て
、
生
命
は
不
可
抗
の
前
進
力
な
り
（
U
器
い
。
ぴ
9
ω
巳
ぴ
。
。
ぼ
蜜
ω
・
。
斤
三
屡
。
巳
。
。
げ
耳
隠
穿
浮
剛
戸

。
言
σ
q
窪
塞
外
g
奪
養
叶
の
♪
く
。
昌
ノ
く
皿
9
2
藻
類
一
重
欝
2
§
§
津
無
ω
9
ヨ
く
。
コ
く
琴
冨
鵯
銭
。
σ
g
’
＜
圃
a
）
（
七
）
二
〇
五
頁
ご
論
定

し
て
居
る
。
か
く
の
如
く
に
生
命
は
一
つ
の
生
動
禮
な
る
を
以
て
、
生
命
は
生
命
の
生
活
せ
る
環

境
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
る
、
ご
共
に
、
他
方
又
環
境
へ
の
反
動
を
も
起
し
（
七
）
二
〇
〇
頁
、
　
穿
っ
て
外

界
ε
相
關
作
用
を
螢
む
（
七
）
三
二
頁
。
　
さ
れ
ば
生
命
は
二
又
は
一
種
の
作
用
（
芝
画
く
巷
σ
q
）
に
し
て
、
生

命
の
本
質
は
こ
れ
等
の
作
用
の
赤
豆
（
＜
『
幽
汗
§
σ
q
ω
豊
錫
弩
弓
・
慈
鍵
σ
q
）
と
云
ふ
を
得
べ
く
、
精
紳
生
活
の
全

膿
は
こ
の
内
に
活
動
す
る
。
氏
は
こ
の
意
欲
を
次
ぎ
の
如
く
に
蓮
べ
て
居
る
。

　
　
ピ
0
9
口
寡
曾
『
を
置
白
§
σ
q
の
謡
ω
塁
岩
ρ
①
魯
碧
σ
q
“
9
目
N
鼠
ω
畠
臼
山
窪
ω
巴
）
馨
二
a
ω
①
…
雪
白
嵐
饒
。
盗
9
ω
冨
ぼ
．
H
コ
臼
Φ
ω
o
ヨ

　
　
乏
難
ε
品
。
・
N
蕊
舞
り
B
。
一
尉
碧
σ
q
聾
島
。
日
。
巳
搾
出
け
山
。
ω
ω
o
鉱
〇
三
9
0
蕊
凶
一
剛
畠
巽
男
。
圃
。
α
費
Ω
o
p
θ
儲
け
。
。
強
し
。
審
益
。
（
魯
。
。



　
　
　
一
ぐ
。
答
巴
切
く
》
霧
島
戸
危
く
跨
署
V
目
。
冨
§
簿
σ
q
o
嵩
9
昌
B
o
菖
≦
驚
く
鴇
昌
ρ
．
（
十
一
）
三
〇
四
頁
。

　
　
生
命
は
作
用
並
に
作
用
の
關
聯
で
あ
る
が
、
こ
の
作
用
の
關
聯
の
向
ふ
灘
象
は
生
命
儂
値
（
に
び
－

　
。
剛
曇
く
①
答
。
）
に
し
て
、
作
用
の
二
世
は
こ
の
生
命
債
値
を
登
展
せ
し
め
、
固
定
せ
し
め
且
つ
昂
進
せ
し
め

　
ん
ど
す
る
傾
向
を
有
し
、
＝
蕎
以
て
掩
は
や
生
命
は
生
命
慣
値
の
合
目
的
増
進
を
そ
の
使
命
ご
な

　
す
（
七
）
三
七
頁
。
　
而
し
て
生
命
の
最
高
の
作
用
は
意
志
の
内
的
活
動
に
よ
っ
て
一
切
を
支
配
す
る

　
に
あ
る
Q
郎
ち
臼
は
く
、
宮
毒
塩
湖
δ
目
。
ぴ
霧
・
同
旨
。
ご
膏
ぼ
馨
ξ
山
窪
も
。
℃
配
山
興
寄
冨
℃
風
ω
σ
q
。
σ
q
魯
。
ρ
。
。
δ

　
｝
姦
ご
ヨ
け
毒
α
げ
9
①
取
肋
。
津
集
。
舛
Φ
富
田
9
窪
》
。
。
δ
煮
甦
叶
碧
9
ノ
＜
o
ω
一
①
魯
】
o
≧
も
騨
沼
§
槻
息
興
≦
三
急
。
迄
（
o
剛
3
嵩
臨
機
切
？

　
山
9
触
汐
♂
H
お
腔
び
①
賦
a
崔
O
μ
μ
搾
長
日
ど
d
ゴ
島
著
騨
ψ
ユ
ρ
匂
。
頴
α
9
あ
8
陣
簿
”
甫
O
ω
冨
隻
O
ω
ゆ
～
＜
凶
ユ
（
口
O
プ
パ
O
一
片
良
9
忌
N
；
び
0
ω
ロ
ヨ
ヨ
O
霞
く
0
7

　
⇔
峯
σ
q
｝
岳
鷲
。
。
誇
ω
δ
浮
戸
α
δ
o
剛
σ
q
濤
昌
昌
9
窪
ω
嘆
o
N
①
総
¢
碧
毒
亀
ぴ
魯
。
讐
ω
9
け
山
片
戸
忌
ぎ
島
σ
q
o
⇔
ど
。
固
（
周
窪
。
。
9
9
鑑
別
§
無
〔
雰
ω

　
ω
℃
博
巴
山
興
く
○
富
三
富
あ
8
儀
臼
，
O
げ
集
Φ
菅
拓
δ
目
｛
雛
σ
q
曰
く
O
謬
飢
6
ω
ぐ
く
崖
O
b
。
。
・
U
器
凶
忽
儀
器
H
L
O
ぴ
窪
．
（
七
）
二
一
二
頁
O

　
　
さ
れ
ば
こ
の
作
用
の
關
聯
が
、
臼
然
の
因
果
關
聯
（
〆
磐
ω
巴
N
協
調
ヨ
鍵
窪
ぢ
一
9
5
9
量
，
宕
舞
程
）
と
異
る
所
は
、

　
早
智
を
確
定
し
、
目
的
を
定
め
、
之
を
實
現
せ
ん
ε
す
る
に
あ
る
。
　
こ
の
作
用
の
關
聯
は
個
人
ご
膚

　
然
、
個
人
ご
文
化
、
個
人
と
導
入
ご
の
交
渉
に
よ
っ
て
成
立
し
、
歴
史
の
世
界
を
形
成
す
る
。
　
歴
史
は

　
作
用
の
瀾
聯
（
N
蕊
冒
§
9
訂
ご
α
q
く
9
淵
¢
§
σ
q
9
）
の
内
に
生
れ
、
歴
吏
生
活
は
こ
の
作
用
の
關
聯
の
反
射

　
で
あ
る
（
』
）
四
七
貢
。
而
し
て
各
個
入
は
こ
の
作
用
の
野
里
の
組
織
の
交
叉
黙
に
あ
る
b

餅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p

一
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
’
基
本
的
な
み
も
の
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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粧
蹴
墨
丁
碑
究
　

第
百
十
山
ハ
覆
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　
生
命
は
作
用
な
る
も
、
こ
の
作
用
は
直
接
に
意
識
に
上
昇
す
る
も
の
で
は
な
い
（
謬
五
頁
。
生
命
の

腱
認
の
至
難
な
る
の
「
は
こ
の
黙
に
あ
る
。
又
こ
の
生
命
を
分
析
す
る
も
、
物
置
的
又
は
實
膣
的

な
る
も
の
無
く
、
又
分
離
し
て
孤
立
に
な
し
得
る
が
如
き
要
素
も
登
令
す
る
能
は
す
。
要
素
は
作

用
ご
不
可
分
e
あ
る
（
簿
も
・
・
ω
写
畠
害
9
、
聾
毒
ぼ
．
。
馨
び
碧
く
露
量
戸
雪
洞
巨
＾
ぎ
鎚
乙
（
七
）
一
九
山
ハ
頁
。
さ
れ
ば
生
命
を

要
素
よ
り
椿
成
す
る
こ
ご
は
勿
論
毘
來
な
い
。
各
種
の
心
的
な
る
も
の
、
系
凋
は
精
紳
生
活
の

精
聯
組
織
（
ω
ぎ
謀
霧
）
を
中
心
こ
し
て
、
結
合
せ
ら
れ
全
嘱
禮
を
講
成
し
て
居
る
。
こ
の
全
一
膿
廓
生

命
で
あ
る
（
U
凶
㊦
ω
o
の
Ω
器
N
o
笹
舟
ω
ド
。
ぴ
g
●
）
（
七
）
二
〇
〇
頁
。
さ
れ
ば
心
的
生
命
過
程
は
其
幼
稚
な
る
も
の

よ
り
、
最
高
の
形
式
に
至
る
ま
で
、
常
に
統
、
一
膿
に
し
て
、
部
分
又
は
要
素
よ
り
構
成
せ
ら
れ
た
る
も

の
に
あ
ら
す
（
七
）
二
〇
〇
頁
。
　
生
命
は
直
接
に
膿
験
内
に
生
き
生
き
こ
し
て
働
い
て
居
る
か
ら
、
生
動

性
（
ピ
。
ぴ
窪
集
σ
q
訂
δ
を
一
特
徴
ε
な
す
○
次
ぎ
に
生
命
の
多
機
ビ
そ
の
深
さ
ご
は
歴
吏
の
内
に
登
見

せ
ら
れ
（
五
）
四
頁
、
生
命
は
歴
史
の
内
に
登
聾
す
る
か
ら
、
生
命
の
他
の
特
徴
は
歴
史
性
（
Ω
。
ω
。
三
9
窪
。
穿
。
圃
骨
）

に
あ
る
（
七
と
九
六
、
一
八
○
頁
。
生
命
は
一
定
時
に
於
て
横
に
櫃
張
（
o
諺
霞
o
o
】
（
窪
）
せ
ら
る
、
ご
共
に
、
他
∵
方

に
あ
う
て
は
時
間
の
経
過
ε
共
に
縦
の
方
向
に
擾
大
せ
ら
れ
る
。
之
を
登
逮
ご
云
ふ
。
さ
れ
ば

資
達
は
、
生
命
の
顯
著
な
る
他
の
一
特
性
で
あ
る
（
七
と
九
六
、
二
；
．
頁
。
焚
立
中
に
生
命
の
’
廣
大
な
る

瀾
聯
が
形
戒
せ
ら
れ
る
。
其
他
に
氏
が
生
命
の
塒
徴
ビ
し
て
記
述
せ
る
も
の
は
盲
靱
性
（
穿
①
…
田
干
¢



　
（
七
）
一
九
六
頁
。
及
び
連
績
性
（
囚
9
畿
言
峯
け
）
（
七
）
二
〇
㎜
頁
で
あ
る
。

　
　
氏
の
生
命
に
画
す
る
理
念
は
大
略
上
に
述
べ
た
怠
り
で
あ
る
が
、
氏
の
生
命
に
越
す
る
理
念
中
、

　
認
識
論
的
見
地
よ
り
見
て
極
め
て
重
要
な
る
は
、
生
命
と
思
惟
ε
の
密
密
に
關
．
す
る
理
念
で
あ
る
。

　
デ
カ
ル
ト
を
そ
の
処
源
ご
せ
る
合
理
論
者
は
理
性
を
以
て
宇
宙
の
最
高
原
埋
ε
な
し
、
入
間
性
の

　
　
一
面
を
高
潮
し
て
、
他
の
軸
組
を
殺
害
し
、
生
命
は
思
惟
に
よ
っ
て
把
捉
し
得
る
も
の
ご
な
し
た
。

　
然
る
に
デ
ィ
ル
タ
イ
は
下
等
の
合
理
論
者
の
一
面
魏
、
就
中
既
に
ク
ソ
ユ
ー
ゲ
ル
の
指
摘
し
た
る

　
が
如
く
に
（
＋
二
）
一
頁
、
カ
ン
ト
の
認
識
論
の
良
然
科
學
的
・
数
豊
郷
｛
面
槻
を
征
服
し
て
、
眞
實
在
島
ち

　
生
命
の
全
艦
中
に
於
け
る
思
惟
の
正
し
き
地
位
を
規
定
し
た
。

　
　
氏
に
よ
れ
ば
翼
の
實
在
又
は
實
在
の
核
心
は
思
惟
關
聯
（
U
。
算
讐
口
繕
B
。
魯
帥
お
）
に
あ
ら
す
し
て
、

　
生
命
閣
聯
（
一
じ
O
ぴ
O
障
切
N
二
ω
ρ
P
寓
儲
け
O
一
一
げ
9
⇔
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
）
で
あ
る
。
こ
の
事
實
を
氏
は
次
ぎ
の
如
く
に
簡
明
に
記
述
し
て

　
居
る
。

　
　
　
団
p
．
一
Q
ゆ
け
〔
智
ω
H
し
。
ぴ
窪
．
9
ω
く
9
，
些
。
玉
詞
郎
。
遷
2
α
p
韓
．
（
七
）
一
九
山
ハ
頁
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
さ
れ
ば
氏
に
よ
れ
ば
生
命
は
思
惟
の
條
件
に
し
て
、
思
惟
は
生
命
の
登
動
の
一
形
式
で
あ
る
。

　
生
命
愚
説
は
思
惟
閣
聯
を
抱
撮
…
す
る
も
、
思
惟
關
聯
は
生
命
万
庶
を
抱
画
す
る
能
は
す
、
思
惟
は
生

　
命
の
流
の
一
定
所
に
定
位
せ
し
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
生
命
は
思
惟
・
戚
焙
・
意
志
の
條
件
に

㈱一
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
ツ
タ
イ
の
心
理
學
酌
理
念
の
墓
塔
約
な
る
も
の
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
｝



11CO

　
　
　
哲
學
醒
究
第
百
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賦
撫

し
て
、
思
惟
の
内
に
も
生
動
し
、
思
惟
に
よ
っ
て
汲
み
誰
す
能
は
ざ
る
内
的
経
験
で
あ
る
。
こ
の
生

命
な
る
内
的
経
験
は
科
學
・
馬
下
・
藝
術
を
作
り
鵠
す
原
働
力
に
し
て
、
こ
の
生
命
を
科
學
・
哲
學
・
藝
術

に
よ
っ
て
産
み
号
す
こ
ご
は
で
き
な
い
。
唯
、
科
學
∴
哲
學
・
藝
術
は
生
命
に
あ
る
影
響
を
與
へ
得
る

の
み
で
あ
る
。

　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
生
命
ご
思
惟
ご
の
玉
響
の
此
理
念
よ
り
、
生
命
の
膿
認
に
賊
す
る
思
惟
の
カ
に

必
然
的
の
限
定
が
與
へ
ら
れ
、
生
命
は
思
惟
に
よ
っ
て
把
捉
し
能
は
ざ
る
も
の
ε
な
る
。
氏
は
生

命
ご
思
惟
こ
の
園
係
の
上
の
理
念
の
下
に
、
生
命
の
認
識
の
方
法
論
の
攻
究
に
於
て
、
時
間
を
以
て

軍
な
る
現
象
ε
平
し
、
從
っ
て
又
生
命
其
者
も
現
象
に
過
ぎ
す
ご
幸
す
カ
ン
ト
の
解
説
（
カ
ン
ト
の

愚
説
を
か
く
の
如
く
解
す
る
の
當
否
に
つ
き
て
は
勿
論
問
題
が
あ
ら
う
が
）
を
翫
乱
し
て
、
次
ぎ
の
、

震
鼻
霧
α
器
ド
。
σ
2
窒
p
p
号
ω
U
。
葬
9
蝕
。
露
N
【
蝕
簿
σ
q
鋳
。
P
　
「
思
惟
は
生
命
の
背
後
に
ま
で
復
蹄
す
る

能
は
す
」
な
る
結
論
に
郵
凝
し
だ
（
五
）
五
頁
。
　
氏
は
こ
の
結
論
を
精
工
科
學
の
認
識
論
の
第
一
理
念

ε
な
し
、
こ
の
理
念
の
下
に
、
精
棘
科
學
の
罪
な
る
認
識
論
建
設
の
素
地
を
拓
い
た
。
　
氏
は
こ
の
断

定
ほ
こ
哲
學
序
論
の
講
義
に
於
て
、
強
力
に
活
躍
し
た
も
の
は
他
に
な
い
ビ
七
十
九
歳
の
絶
筆
に

於
て
告
目
し
て
居
る
（
五
）
五
頁
。
　
こ
の
断
定
は
一
八
入
三
年
の
著
作
に
於
て
既
に
下
局
に
現
は
れ
、

経
験
の
要
當
は
意
識
の
條
件
に
基
づ
き
、
経
験
は
意
識
の
條
件
の
下
に
現
幽
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、



　
認
識
の
眺
め
を
．
眼
其
者
の
背
後
に
縛
指
し
能
は
ざ
る
ご
等
し
く
、
認
識
の
カ
は
意
識
の
條
件
の
背

　
後
に
進
む
能
は
す
ご
述
べ
、
之
を
氏
の
認
識
論
の
基
本
的
立
場
ご
し
て
居
る
（
四
）
×
〈
H
資
。
　
科
學
哲

　
學
（
≦
凶
ω
。
・
窪
8
冨
翻
℃
竃
。
。
。
o
冨
…
。
）
は
思
惟
に
よ
っ
て
、
生
命
を
下
振
し
得
る
も
の
な
り
ビ
な
し
、
嚴
密
な
る

　
學
ご
し
て
の
哲
學
の
可
能
を
前
提
こ
す
る
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
之
に
反
し
、
生
命
ε
思
惟
こ
の
關
係

　
②
理
念
よ
り
、
生
命
の
背
後
に
思
惟
の
到
逮
の
不
可
能
を
論
謹
し
て
、
途
に
科
學
ε
し
て
の
形
而
上

　
學
は
不
可
能
な
り
こ
の
大
断
定
を
下
す
に
至
っ
た
。

　
　
　
タ
ン
パ
ー
は
「
思
惟
ぽ
止
命
の
背
後
に
ま
で
復
蹴
で
る
能
ぱ
す
し
な
ろ
断
定
に
、
ロ
ツ
チ
ヱ
の
「
人
ば
思
惟
の
背
後
に
進
む
能
慨
す
」
よ
り
麺
化
事
し
も
の

　
　
　
な
り
ミ
し
て
居
る
（
十
山
ハ
）
三
閃
回
○
百
【
0

　
　
生
命
の
禮
認
に
概
し
て
、
思
惟
の
カ
の
微
溺
な
る
を
認
む
る
の
理
念
の
根
源
は
、
之
を
ゲ
エ
ー
テ

　
に
認
む
る
こ
ご
が
で
き
る
。
ゲ
エ
ー
テ
は
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
を
し
て
「
理
窟
ば
か
り
考
へ
て

　
み
る
奴
は
、
外
園
に
は
牧
草
の
茂
っ
て
み
る
蔽
い
野
原
の
あ
る
の
に
、
草
の
無
い
原
を
、
悪
魔
に
取
り

　
附
か
れ
て
圏
な
り
に
艶
文
廻
さ
れ
て
み
る
獣
の
機
な
も
の
で
あ
る
」
ご
語
ら
し
め
（
入
）
四
九
頁
。
或
は
＝

　
切
の
理
論
は
意
い
ろ
で
、
緑
な
の
は
黄
金
な
す
生
の
木
だ
」
ご
論
定
せ
し
め
て
居
る
（
入
）
五
四
頁
。
又
メ

　
ー
テ
ル
リ
ン
ク
も
「
吾
々
自
身
を
知
る
と
い
ふ
こ
ご
は
、
最
初
は
唯
吾
々
の
理
性
の
み
が
す
る
仕
業

　
の
様
に
思
は
れ
て
る
だ
け
れ
ざ
も
、
眞
に
こ
の
知
識
に
亡
し
て
吾
々
の
理
性
の
あ
っ
か
る
ご
こ
ろ

颯一
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
基
本
的
な
る
も
の
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



1工02

　
　
　
哲
騒
㍗
研
究
　
　
餓
濯
胃
鉾
十
六
號
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
［

は
果
し
て
ざ
れ
だ
け
の
程
度
で
あ
ら
う
か
」
（
九
）
入
二
頁
、
ご
記
し
て
生
命
の
膿
認
に
蟹
す
る
理
性
の

カ
を
限
定
せ
ん
ビ
し
て
居
る
。

四

　
生
命
は
思
惟
に
よ
っ
て
把
捉
し
能
は
す
ε
せ
ば
、
如
何
に
し
て
之
に
接
近
す
べ
き
か
。
ゲ
イ
ル

タ
イ
は
シ
ュ
ラ
イ
エ
〃
マ
ソ
へ
川
及
び
當
時
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
派
の
ヘ
ル
デ
ル
、
ハ
マ
ン
等
の
影

響
を
受
け
「
詩
聖
ω
冨
剛
く
①
。
。
℃
①
鍵
ρ
∩
興
く
9
暮
0
9
Ω
o
o
夢
。
は
、
世
界
は
精
帥
世
界
よ
り
膿
認
す
べ
く
、
生
命
の
理

想
は
こ
の
世
界
の
土
の
上
に
建
設
す
べ
き
を
風
入
に
敢
ふ
る
」
ε
呼
び
て
（
五
）
四
頁
、
生
命
を
薩
回
す

る
に
、
禮
験
ビ
全
精
巧
（
団
一
・
一
〇
び
嵩
凶
ω
　
嵩
P
口
　
］
U
O
汁
簿
H
一
鴬
一
霞
　
鳥
O
h
　
ω
①
Φ
一
〇
）
ビ
を
重
じ
、
軍
な
る
思
惟
を
認
識
の
根
祇
ピ

な
す
カ
ン
ト
學
派
に
不
満
を
示
し
、
氏
特
有
の
認
識
論
的
理
念
を
登
展
せ
し
む
る
に
至
っ
た
。

．
生
命
膿
験
の
根
祇
ご
し
て
膿
験
を
沖
す
る
の
理
念
は
、
ゲ
イ
ル
タ
イ
以
前
に
於
て
は
既
に
之
を

ゲ
エ
ー
ラ
に
明
自
に
認
む
る
こ
ε
が
出
締
る
。
氏
は
「
服
し
た
時
に
の
み
懸
の
詩
を
作
っ
た
喜
云

ひ
（
十
三
と
五
頁
、
氏
が
宮
号
の
詩
に
つ
い
て
「
そ
れ
等
は
す
べ
て
郎
興
詩
（
O
。
♂
σ
q
。
魯
簿
。
・
σ
q
6
島
。
深
。
）
で
あ
）
、
そ

れ
等
は
皆
現
實
に
よ
っ
て
刺
戟
せ
ら
れ
だ
も
の
で
、
現
實
の
中
に
そ
の
根
砥
が
あ
る
」
ご
自
己
の
詩

の
源
泉
を
説
明
し
（
＋
三
と
四
頁
、
更
に
氏
は
氏
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
根
抵
を
次
ぎ
の
如
き
決
定
的
な



　
語
を
以
て
「
膿
験
に
墓
つ
く
こ
ご
が
常
に
私
に
ε
つ
て
凡
て
や
あ
っ
た
。
塞
中
鷺
閣
は
決
し
て
私

　
　
の
こ
ご
で
は
な
か
っ
た
云
々
」
（
（
剛
器
b
ご
。
き
9
0
門
門
一
，
団
団
δ
び
こ
の
ω
o
葺
皇
憎
一
桝
鵠
日
収
錯
8
σ
q
着
く
醗
。
蕊
α
9
ω
国
槻
夢
α
o
⇒

　
碧
の
鎚
建
U
郵
甫
霧
昆
。
B
鼠
一
δ
G
。
9
鰹
¢
し
（
＋
三
）
一
五
頁
ご
語
っ
て
、
氏
の
一
切
の
活
動
．
を
禮
験
に
基
づ
く
も
の

　
と
な
し
て
居
る
。

　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
は
ゲ
エ
ー
プ
ご
等
し
く
生
命
の
響
町
に
於
て
腔
験
を
重
じ
「
あ
う
の
ま
、
の
實
在

　
は
吾
人
の
内
的
経
験
に
輿
へ
ら
れ
た
る
意
識
の
事
實
の
内
に
存
し
て
み
る
。
從
っ
て
こ
の
意
識

　
の
事
實
の
分
析
が
精
豊
科
學
の
中
」
’
心
ご
な
る
」
（
四
早
く
霞
頁
、
ε
中
畑
し
、
生
命
は
騰
験
こ
し
て
與
へ
ら

　
れ
、
意
識
に
現
出
す
る
駈
の
も
の
に
つ
き
て
は
何
等
の
疑
問
を
差
し
挾
む
の
窪
地
が
な
い
。
こ
の

　
内
的
経
験
の
確
實
性
が
精
紳
科
學
の
唯
一
の
柱
石
で
、
叢
に
密
封
科
學
の
知
識
こ
な
る
も
の
が
興

　
へ
ら
れ
て
居
り
、
す
べ
て
の
哲
學
の
霞
登
黙
は
蕪
に
あ
る
ご
生
癒
し
、
氏
は
こ
の
主
張
を
以
て
　
・
営
。

　
筥
。
窮
℃
ξ
駐
9
0
切
9
鍵
ρ
讐
§
σ
q
に
あ
ら
す
し
て
、
因
①
跳
讐
曾
憎
圃
嘗
。
髭
騰
落
二
面
で
あ
る
こ
し
た
。
か
く
し
て

　
精
棘
世
界
の
原
理
の
認
識
は
、
精
確
の
世
界
そ
の
者
の
範
團
内
に
於
て
可
能
で
あ
う
、
叉
之
に
基
づ

　
き
て
精
棘
科
學
が
濁
立
の
系
統
を
構
成
す
る
こ
ご
が
で
き
る
（
四
）
κ
＜
冒
頁
。

　
　
か
く
の
如
く
に
デ
ィ
川
タ
イ
は
、
禮
験
即
ち
意
識
の
直
接
の
寸
毫
に
一
切
の
者
の
根
砥
、
從
っ
て

　
學
的
根
冠
を
も
藪
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
學
的
根
祇
を
概
念
又
は
假
定
に
求
め
す
、
確
乎
た
る

脇
　
　
デ
ィ
多
の
心
理
欝
理
念
の
業
的
な
う
も
の
撰
て
　
　
　
　
　
霊
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一
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研
究
　
第
百
十
・
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六

事
事
に
之
を
見
出
さ
ん
ご
す
る
の
理
念
は
、
十
入
世
紀
の
思
想
中
よ
り
啓
登
せ
ら
れ
だ
る
も
の
な

る
べ
く
、
こ
の
理
念
の
確
信
は
、
へ
警
ゲ
ル
、
ゲ
エ
ー
ヲ
、
シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
等
の
歴
史
的
・
心
理

學
的
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
、
固
め
ら
れ
た
も
の
、
如
く
で
あ
る
。

　
騰
験
（
彰
鉦
）
濠
）
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
心
理
學
の
登
足
す
べ
き
根
源
的
寸
毫
で
あ
る
が
」
こ
の
膿
験
の

理
念
が
如
何
に
し
て
デ
ィ
ル
タ
イ
に
ま
で
血
忌
し
來
り
だ
る
か
。
こ
の
問
題
に
つ
き
、
私
が
今
迄

に
於
て
デ
ィ
ル
タ
イ
の
著
作
よ
う
得
た
る
知
識
は
極
め
て
乏
し
い
が
、
タ
ッ
パ
ー
は
之
を
次
ぎ
の

如
く
に
解
繹
し
て
居
る
（
＋
六
）
。
　
暫
學
更
的
知
識
の
薄
弱
な
る
私
に
は
、
タ
ッ
。
ハ
竃
の
見
解
の
正
・
否

は
解
ら
な
い
が
、
一
種
の
解
繹
ε
し
て
墾
考
の
π
め
記
述
し
て
置
く
。

　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
鞘
験
な
ろ
衛
語
に
、
濁
逡
の
患
索
哲
學
の
知
的
直
槻
（
芝
亀
鑑
琶
。
〉
霧
。
】
μ
舞
岩
α
q
）
か
ら
嚢
生
し
索
も
の
で
あ
ろ
。
シ
ユ
ラ
イ
エ
ツ
マ
ソ

　
　
ヘ
ル
ぱ
こ
の
◎
知
的
直
観
な
戚
心
幡
…
（
Q
o
穿
。
｝
二
）
に
．
代
へ
糞
が
、
ゲ
イ
ル
タ
イ
匡
之
た
禮
験
な
る
灘
m
に
．
て
置
毒
萬
襖
へ
敦
。
弼
し
て
氏
ば
こ
の
膿
瞼
に
よ
う
山
が
法

　
を
宇
宙
の
直
観
（
旨
・
・
。
ぎ
毒
σ
q
島
・
。
・
¢
・
学
。
曇
塁
）
定
定
義
し
糞
。
シ
ユ
ラ
イ
ェ
ル
岬
、
ツ
ヘ
ル
に
、
こ
の
霞
擬
為
宗
敏
中
に
、
ヘ
レ
デ
ル
号
ン
に
詩
の
中

　
に
認
め
大
Q
前
者
は
零
墨
的
天
オ
の
騰
験
よ
り
、
後
者
は
詩
人
の
騰
験
か
ら
、
一
種
の
新
な
ろ
汎
紳
論
隠
蟹
學
を
誘
導
し
療
（
O
津
｝
δ
鴇
・
O
。
ρ
も
D
魯
ダ
～
6
1
】
．

　
H
く
噂
℃
・
い
ω
・
）
。
衙
し
て
爾
活
の
直
魏
に
思
索
哲
學
の
知
的
直
齪
で
あ
っ
索
。
こ
の
哲
學
の
重
要
な
る
仔
細
に
各
の
露
分
に
野
す
ろ
全
盤
の
關
係
で
あ
っ

　
実
。
セ
エ
リ
ン
グ
の
哲
學
の
系
統
ロ
「
都
誓
湯
歪
彊
か
ら
三
洋
ぜ
ら
ろ
］
（
臼
O
↓
亀
O
磐
。
。
傷
O
ヨ
O
§
N
窪
ノ
、
叢
雲
乙
亥
ノ
3
乙
窪
）
な
ろ
ゲ
エ
ー
テ
の
直
齪

　
の
至
愚
か
ら
忘
難
し
雲
も
の
で
あ
る
。
ジ
エ
リ
ン
グ
及
び
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
學
系
統
に
、
カ
ン
ト
の
問
題
た
ゲ
エ
蜜
テ
の
世
界
槻
（
づ
、
⑦
一
叶
P
コ
匂
p
団
O
｝
〕
陣
）
に
よ
つ

　
て
解
決
ぜ
ん
定
し
索
も
の
で
あ
ろ
（
b
謹
越
．
Ω
・
・
。
・
あ
畠
弓
‘
5
い
メ
導
七
戸
一
＆
悼
9
）
o
デ
イ
〃
タ
イ
ぼ
カ
ン
ト
に
聾
す
ろ
ゲ
エ
．
ー
テ
の
霞
観
の
關
係



　
　
　
　
為
明
か
に
し
雲
O
即
ち
ゲ
エ
ー
テ
に
カ
ン
ト
の
9
三
ρ
器
9
『
包
σ
q
暮
コ
け
か
ら
、
「
吾
々
匡
直
蝿
的
に
、
綜
合
的
一
般
か
ら
、
全
盤
の
直
槻
か
ら
、
特

　
　
　
　
妹
に
進
む
所
の
心
、
換
】
言
ゼ
ば
全
課
か
ら
都
分
に
藩
む
所
の
あ
る
心
な
想
像
し
能
ふ
］
な
る
句
為
引
用
し
て
居
る
。
し
か
し
ゲ
エ
ー
テ
に
カ
ン
き
の
こ

　
　
　
　
の
暗
示
か
ら
直
観
の
方
法
た
嚢
展
ば
さ
ぜ
な
か
つ
糞
。
彼
ぱ
彼
の
内
的
傾
向
よ
り
、
夙
に
之
た
探
弛
し
、
之
に
從
ひ
、
彼
の
天
稟
に
基
づ
き
て
、
霞
槻

　
　
　
　
定
概
念
オ
の
間
に
正
し
き
挙
衡
た
保
っ
て
る
六
（
藩
び
の
。
ズ
Ω
。
Φ
警
互
。
・
O
⑦
三
・
2
お
。
い
・
℃
℃
・
封
箱
）
。
ゲ
エ
ー
テ
以
前
に
あ
り
て
ほ
、
ウ
イ
ン
ケ
ル
マ

　
　
　
　
ン
、
ヘ
ル
デ
ル
が
藝
衛
の
本
質
為
感
憶
ミ
直
魏
（
ω
㊦
艮
…
賃
。
昌
密
廷
卜
蕊
。
一
一
碧
。
己
に
よ
っ
て
把
捉
ぜ
ん
虐
企
醒
し
て
ゐ
索
。

　
　
　
　
　
之
等
の
先
二
者
の
中
に
て
、
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
方
法
の
資
逮
に
要
し
て
重
要
な
ろ
影
響
た
興
へ
象
の
に
、
シ
ユ
ラ
イ
ェ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
で
あ
ろ
。
琉
の
霞

　
　
　
　
咄
慨
に
や
自
愛
的
経
験
で
あ
〉
ろ
。
ぬ
示
教
的
縷
瞼
に
轟
世
界
の
凶
呉
の
根
管
に
し
ば
」
、
そ
に
融
へ
の
継
畢
の
昂
依
の
感
醜
刑
（
｛
Φ
包
冒
鵬
o
n
の
遡
江
o
o
弼
閉
昌
巳
σ
Q
⑦
暢
〉
剛
」
毎
〇
一
西

　
　
　
　
埴
（
簿
）
中
に
於
け
ろ
思
惟
亡
存
在
芝
の
統
「
で
あ
る
。
直
槻
は
か
㌔
る
置
潮
た
不
完
全
に
記
蓮
す
る
か
ら
、
氏
ば
こ
の
霞
槻
な
る
語
為
捨
て
、
、
そ

　
　
　
　
の
代
り
に
感
情
な
る
語
口
使
つ
表
。
ゲ
イ
ル
タ
イ
に
シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ツ
ヘ
ッ
の
こ
の
感
情
の
學
観
を
「
此
心
様
匡
感
情
内
に
於
け
ろ
聯
の
直
接
の

　
　
　
　
霧
猛
た
談
つ
糞
抽
象
作
用
に
よ
っ
て
、
其
中
に
共
に
働
い
て
居
る
意
志
の
事
實
及
び
前
提
物
し
て
の
帥
に
ま
で
逝
く
所
の
思
惟
の
過
程
為
分
離
ゼ
し
め

　
　
　
　
宏
」
定
論
喫
し
、
革
製
に
湿
て
は
聯
の
意
識
に
、
常
に
共
に
働
く
思
惟
作
用
に
基
づ
き
、
幣
遡
の
経
験
よ
り
生
す
る
も
の
な
り
亡
な
し
糞
（
望
ぎ
。
》
、
・

　
　
　
　
Ω
①
ω
．
。
，
。
ぎ
く
。
ピ
H
ζ
や
ω
串
）
。
こ
の
知
曲
直
魏
匡
カ
ン
ト
に
あ
り
て
に
、
紳
の
意
識
の
統
一
の
原
理
で
あ
り
、
ブ
イ
ヒ
テ
に
あ
っ
て
に
、
純
粋
我

　
　
　
　
の
野
師
誠
の
絃
コ
亡
な
り
、
　
シ
ェ
リ
ン
グ
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
諏
於
で
、
は
純
粋
一
理
性
の
統
幅
出
な
」
り
、
　
ヘ
ル
デ
ル
リ
ン
及
び
シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ソ
ヘ
ツ
に
至
d
り
て

　
　
　
　
に
、
こ
の
抽
象
的
思
惟
の
統
一
に
、
　
一
望
し
て
心
的
事
實
の
維
験
即
ち
感
情
中
に
見
出
さ
ろ
》
に
至
つ
糞
。
ゲ
イ
ル
タ
イ
ば
こ
の
問
題
た
氏
の
心
理
學

　
　
　
　
に
於
て
、
解
決
ぜ
ん
書
し
象
（
十
六
）
三
三
入
一
三
三
九
頁
。

　
　
　
　
精
憩
科
學
の
基
礎
を
膿
験
内
の
精
紳
世
界
に
求
め
ん
ε
す
る
黙
に
於
て
、
デ
イ
川
タ
イ
は
、
ロ
ッ

　
　
ク
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
カ
ン
ト
等
の
認
識
論
學
派
ε
扁
致
し
て
居
る
が
、
し
か
し
氏
は
意
識
の
事
實
の
關
聯

051一　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
ツ
タ
イ
の
心
理
學
酌
理
念
の
塞
本
酌
な
ろ
も
の
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
惹
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一
暫
鵡
丁
碑
旧
里
　

轄剛

S
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
血
八

（
氏
は
哲
學
の
全
根
松
を
｝
〕
の
關
聯
に
認
め
ん
こ
す
る
も
の
で
あ
る
が
）
を
掃
墨
の
學
派
の
試
み
た

る
も
の
こ
は
著
し
く
異
っ
た
方
法
で
把
捉
せ
ん
ビ
し
た
（
o
り
○
自
盛
8
h
9
自
。
鼠
回
①
ぴ
。
ロ
幽
2
N
器
餌
旨
ヨ
2
一
、

界
渥
島
窪
目
舞
。
・
8
ぽ
p
飢
。
ω
切
9
毒
湊
訴
魯
潜
ぎ
匙
2
二
二
国
璽
ヨ
魯
μ
沼
瓢
μ
畠
ω
O
§
N
o
器
量
費
ヨ
○
里
山
窪
鷺
三
〇
り
。
喜
凶
○
ゆ
戦
一

ぽ
彦
o
ρ
髭
紆
話
塗
。
・
。
・
g
｝
貼
。
。
o
。
。
鰹
。
。
。
o
ω
9
貫
目
〇
σ
q
簿
雲
霞
ε
（
四
）
拷
く
濤
図
頁
○

　
デ
ィ
ル
タ
イ
は
精
脚
科
學
の
正
當
な
る
方
法
論
は
、
一
面
的
な
る
理
性
論
者
の
偏
見
を
超
越
し
、

確
平
な
る
全
意
識
の
事
實
の
上
に
建
設
す
べ
き
も
の
な
り
こ
な
し
、
途
に
「
生
命
を
ば
生
命
自
膿
よ

り
膿
認
せ
ん
ご
欲
す
」
（
O
欝
H
L
。
ぴ
g
磐
。
。
警
ヨ
。
。
。
§
憎
く
9
、
。
。
長
窪
N
＝
ノ
く
亀
。
許
）
（
五
）
四
頁
、
ε
登
願
す
る
に
至
っ

た
。
生
命
の
認
識
を
思
惟
に
よ
ら
す
、
生
命
自
盤
よ
り
艦
幽
せ
ん
ご
す
る
氏
の
こ
の
螢
願
は
、
氏
の

心
理
學
的
意
識
の
方
法
論
的
根
本
理
念
で
あ
る
。
氏
は
膚
ら
之
を
氏
の
哲
學
的
思
惟
の
顯
聖
な

る
衝
動
（
蟻
巽
ぽ
塁
9
¢
包
。
回
ヨ
℃
巳
ω
ぎ
ヨ
曾
崔
出
一
）
同
一
ま
ω
£
三
ω
身
2
U
臼
μ
募
菖
ご
さ
へ
呼
ん
で
居
る
（
五
）
四
頁
。

　
生
命
の
耳
蝉
を
生
命
宮
膿
か
ら
爲
さ
ん
ご
す
る
に
搾
り
て
、
最
重
要
な
る
事
件
は
生
命
を
膿
認

ぜ
ん
ご
す
る
認
識
主
観
の
性
質
で
あ
る
。
　
ヘ
ル
デ
ル
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ホ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
等
の
見

解
を
省
き
て
は
、
筆
墨
聯
論
的
認
識
論
者
も
カ
ン
ト
ε
共
に
、
経
験
｝
及
び
認
識
を
表
象
に
属
す
る
事
實

か
ら
説
開
し
、
虚
勢
の
認
識
論
者
の
認
識
主
導
は
表
象
の
み
か
ら
構
成
せ
ら
れ
て
居
た
○
　
之
を
以

て
氏
は
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
カ
ン
ト
の
認
識
主
観
を
批
勃
し
て
「
彼
等
の
主
観
の
血
管
内
に
は
生
き



　
た
血
は
流
れ
て
み
な
い
で
、
軍
な
る
思
惟
活
動
ε
し
て
の
理
性
の
稀
薄
な
液
汁
が
あ
る
の
み
で
あ

　
る
宮
叙
べ
た
の
は
（
四
）
図
く
沼
耳
既
に
熟
知
の
こ
ビ
で
あ
る
（
四
）
図
く
日
頁
。

　
　
本
來
入
間
は
軍
一
に
思
惟
す
る
の
み
の
も
の
に
あ
ら
す
、
又
…
箪
に
戚
激
す
ヴ
Q
の
み
の
者
で
も
な

　
い
。
　
思
惟
す
る
ご
共
に
戚
激
し
、
威
激
す
る
ε
共
に
意
欲
し
、
意
欲
す
る
ε
共
に
行
動
す
る
生
動
膿

　
で
あ
る
。
　
然
る
に
デ
カ
川
ト
を
始
め
、
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
カ
ン
ト
等
の
合
理
論
者
は
人
間
性
の
扁

　
面
を
高
潮
し
、
主
智
的
心
理
學
は
表
象
又
は
戚
畳
を
以
て
、
一
切
の
精
聯
生
活
の
根
祇
こ
し
た
。
　
ヘ

　
ル
デ
ル
、
フ
ン
ボ
ル
ト
、
ゲ
エ
ー
テ
は
入
間
性
の
全
般
的
方
面
に
覗
線
を
轄
じ
、
就
中
ゲ
エ
・
ー
テ
の
知
・

　
憐
・
意
の
諸
方
向
へ
の
圓
満
な
る
調
和
的
獲
逮
は
、
全
入
間
性
の
正
し
き
解
鐸
に
野
し
て
、
指
示
せ
る

　
所
が
砂
く
な
か
っ
た
。
　
デ
ィ
ル
タ
イ
は
之
等
の
確
々
の
見
解
に
立
脚
し
、
哲
學
・
歴
史
・
文
藝
の
世
界

　
に
於
け
る
顯
著
な
る
人
々
の
入
間
性
を
歴
吏
的
・
心
理
學
的
に
研
究
し
（
＋
七
）
九
頁
、
途
に
人
間
性
の
本

　
質
を
「
意
欲
し
、
載
直
し
、
表
象
す
る
も
の
答
く
亀
9
q
濤
謹
9
α
〈
。
韓
亀
虫
号
署
。
。
・
o
巳
な
り
ご
の
結
論
に
到
達

　
し
、
氏
は
之
を
以
て
認
識
主
観
の
眞
の
本
質
な
わ
ε
な
し
た
（
四
）
図
く
貸
下
。
　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
心
理
學
の

　
具
禮
的
4
方
法
は
、
こ
の
結
論
よ
り
登
生
す
る
。
心
理
學
の
具
磯
的
方
法
立
案
の
根
砥
ご
し
て
、
尊
重

　
要
な
る
難
件
は
、
人
間
性
一
般
に
關
す
る
増
増
又
は
興
国
で
あ
る
。
こ
の
豫
想
の
一
面
的
な
る
か
、

　
又
は
非
事
實
的
な
る
町
は
、
か
、
る
豫
想
の
上
に
建
設
せ
ら
れ
た
る
3
6
理
學
的
方
法
は
、
常
に
偏
見

斯ユ
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
基
本
的
な
う
も
の
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
・
九



lle，s

　
　
　
折
無
学
研
究
　
第
百
十
点
ハ
腋
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
○

的
叉
は
局
部
的
或
は
架
射
的
ビ
な
る
。
…
過
去
の
形
而
上
學
的
、
慮
然
科
學
的
、
主
智
的
心
理
學
は
、
實

に
こ
の
漕
息
を
事
實
と
し
て
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
デ
ィ
ル
タ
イ
は
氏
の
心
理
學
的
認
識
の
獲
足
に
於
て
、
一
切
の
形
而
上
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